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新潟自動車産業がフォルクスワーゲン フル電動 SUV「ID. 4」を新潟県に寄贈  
〜輸入車 EV による先進的な地域貢献。多雪・寒冷地域における公用車としての有用性を実証へ〜 

 
フォルクスワーゲン ジャパン（東京都品川区、ブランドディレクター：マーティン ザーゲ）とフォルクスワ

ーゲン正規販売店契約を締結し、フォルクスワーゲン事業として県内に 3 店舗（VW 新潟/VW 長岡

/VW 上越）を展開する新潟自動車産業株式会社（新潟県新潟市、代表取締役 堀内雄二）は、新潟県

へフル電動 SUV「ID. 4」を寄贈いたしました。9 月 25 日(金)、本件に伴う記者会見を実施し、寄贈車両

は今後、新潟県立がんセンター新潟病院における公用車として活用されます。 

  
新潟県は現在、脱炭素社会の実現と次世代自動車の普及を推進しており、地域に根差した新潟自動

車産業株式会社はこの取り組みに賛同し、本車両を寄贈いたしました。フォルクスワーゲン ジャパン

としても、本取り組みを通じて EV の普及促進と地域社会への貢献につながることを期待しています。 
 
EV は、脱炭素社会の実現に向けた重要な移動手段である一方、航続距離や充電環境、特に積雪・寒

冷地における運用について不安を抱くお客様や事業者も少なくありません。 
そこで、今回寄贈した「ID. 4」を県立病院の業務車両として年間を通じて日常的に活用いただくことで、

多雪・寒冷地域においても EV が実用的に運用できることを実証してまいります。この取り組みを通じ

て、EV に対する理解と信頼を深めるとともに、県内企業や自治体が今後 EV 導入を検討する際の重要

な参考となることを期待しています。 
 
「Volks」（人々の）「Wagen」（自動車）の名の通り、すべての人に安全で高性能なクルマを届けることを

目指すフォルクスワーゲンは、日本におけるブランドステートメント「Engineered for Everyone.」を掲げ

ています。本取り組みが、官民連携による脱炭素社会の実現に向けた新たな一歩となることを願い、

両社は今後も新潟県における電動化の推進と持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。 
 
「フォルクスワーゲン」の広報写真は、フォルクスワーゲン プレスクラブからダウンロードしてご利用く

ださい。http://www.volkswagen-press.jp/ 
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